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今回紹介された本 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

分類番号 タイトル 著者 

007/ニ/ プログラマーは世界をどう見ているのか ひろゆき, 

070/ス/ 国際報道を問いなおす 杉田 弘毅 

104/コ/ 暇と退屈の倫理学 國分 功一郎 

146/ノ/ 自分を好きになれない君へ 野口 嘉則 

209/ヤ/ 一度読んだら絶対に忘れない世界史の教科書 

公立高校教師 YouTuber が書いた 宗教編 

山崎 圭一 

210.1/カ/ 速読日本史 2 倍速で読めて、忘れない 金谷 俊一郎 

304/イ/ 知らないと恥をかく世界の大問題 13  池上 彰 

335/タ/ イーロン・マスクはスティーブ・ジョブズを超

えたのか 

竹内 一正 

370/ヒ/ 学校はなぜ退屈でなぜ大切なのか 広田 照幸 

445/ス/ 火星は… スレード 

490/キ/ 医療の外れで  木村 映里 

 

 

 

 

 

 

 

期間：１１月７日～１１月１８日 
   図書館カウンターに置いてあるクイズ用紙に答えを 

書いて、その場で、図書委員か司書が答え合わせをし、 

全問正解の場合は、貸出券をその場でもらえます。 

すぐに使えます！美術コースで資料を借りることが多い 

人、読書家は必見です！ぜひ、挑戦しましょう！ 

★一学期の「１０冊貸出券」を持っている人は、１０月中 

まで使えます。 

 

    

      

    

  

 

 

  

493.764/ハ ストレス脳 ハンセン, 

493.79/ナ/ 100 年後にはみんな死んでるから気にしないこ

とにした 

なおにゃん 

560/ニ/ 元素のふるさと図鑑 西山 孝 

611/ヒ/ 食べものから学ぶ世界史  平賀 緑 

675/ミ/ 応援消費 社会を動かす力 水越 康介 

706/カ/ 目の見えない白鳥さんとアートを見にいく 川内 有緒 

726.107/ラ 動きとシワがよくわかる衣服の描き方図鑑  らびまる 

778/イ/ 映画を早送りで観る人たち  稲田 豊史 

913.6/ア/ マイ・プレゼント 青山 美智子 

913.6/ア/ 青く滲んだ月の行方 青羽 悠 

913.6/イ/ とんこつ Q&A 今村 夏子 

913.6/イ/ ハヤブサ消防団 池井戸 潤 

913.6/ク/ 夜に星を放つ 窪 美澄 

913.6/シ/ 小説すずめの戸締まり 新海 誠 

913.6/ス/ 腹を割ったら血が出るだけさ 住野 よる 

913.6/チ/ 祈りのカルテ [2] 再会のセラピー 知念 実希人 

913.6/ツ/ 嘘つきジェンガ 辻村 深月 

913.6/ナ/ 汝、星のごとく 凪良 ゆう 

913.6/マ/ その本は 又吉 直樹ほか 

913.6/ユ/ #真相をお話しします 結城 真一郎 

916/エ/ ママがもうこの世界にいなくても 遠藤 和 

917/ト/ こうやって、考える。 外山 滋比古 

913.6/ヨ/ ミトンとふびん 吉本 ばなな 

ほかにもたくさん入りましたので、ぜひ、見に来てく
ださい！ 

１１月７日～１１月１８日 

期間中に、１冊本を借りると 

“ブックカバー”をプレゼントし

ます！この機会に本を読もう！ 

『ワカレ花』    けんご 作/双葉社 
TiktokなどSNSで小説を紹介するクリエイターけんご

さんによる初の小説。美しい花と季節に彩られる 8 編の

連作短編集。「始業式」では通学電車の中に迷い込んだ猫

を上手にあやした男子高校生が忘れられない、女子高生

の遥の初恋。他にも様々な恋物語が綴られる。甘酸っぱ

く、ときめきが伝わってくる。切なく、痛く、SNS との

向き合い方も考えさせる良質なストーリー展開。驚きも

あり、感動した。全編通して、透明感があり、中高生の

今の心情が繊細に美しく表現されている。読みやすく胸

を打つ作品。            （司書・久世） 

９月２９日放課後、玄関ロビーに

て４人のバトラーにとっておき

の本を紹介してもらいました！

開放的な空間で１，２階からギャ

ラリーが見守る中、参加者は熱意

溢れる書評合戦に耳を傾けまし

た。 

準チャンプ本 

『和菓子のアン』：坂木司 
和菓子の専門的なことも知ることができ、店員
さんの優しさに触れることができるお話です。 
●初めて人前で本を紹介して、もっと緊張する
と思ったけど楽しくできました。（３３H坂本） 

 

『ソードアートオンライン』：川原 礫 
初回ロット１万人を買えた１万人が囚われ

るデスゲーム。自分で身体を動かせる夢のある
作品。（３３Ｈ川口） 

 

 

 

『頭に来てもアホとは戦うな!』：田村耕太郎 
現代社会をより自分に有利に生きてゆくための

考え方が書いてある。必ず自分に役立つ言葉もあ
り、読みやすいので、ぜひ手に取ってもらいたい。 
●本自体の内容が面白かったので、感想を言うだけ
でも皆さんに魅力を伝えることができた。この本と
の出会いに感謝している。（２２H東） 
 

『ガラスの海を渡る舟』：寺地はるな 
相容れない兄妹ふたりが過ごした、愛おしい 10年間

を描く物語。 
●初めての体験で、好きだと思えた本について、自分
なりに語ることが出来てよかった。（３４Ｈ西野） 

チャンプ本 


